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¥ ] 1 月78、教職員かを員辻働レて気持ちも新たに、子どもだちの力を太き
く倒ます毅管舌軍航演銭と自己制笛尊の力の研績を嘗い合いましだ.今年は、麿が
冬休み延長という魅力ある盤びとなり、鑓業開始が118になりましだ。子どもた
ちも、いつもよりお正月気分をたくさh厳わったことでしょう.学卿ま続いていま
すが、歳お敬まり、子どもたちの憲揃まとても意欲的になっています.挺諜式方溜
ぎるとあっという聞の10週間ですので、気を引き締め、子どもだちの元気さ判息
るさ、自ら伸びようとする還しい力を引き出し郎瀬いで、教蛾輿~いっぱいです。
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江戸川区立西葛西リ惇殺

教える側と教えられる側の双方が互いに筑治は高従合う 「子第司行」を目標に 12匂建穴:.f'
して、銅順一丸となっ礎みます。稗もどうぞ宣レくお願い申し上l荒す・ t~?~:øf;l~m~ 
3学跡D学習内容、単元の郷ま少なしゅですが、 1 、 2学鰍刀学之助上に各単元 円テト

け什火|姶業式
方鴨成，àtl.ています.これまで学習してきだ内容や警え方など、基礎・基本の理解ぃ

を基に学習を進めるので、土台がしっかり積まれてし沼いと内容を難レく感じ、伸 112
びに個人差沼町ます.またと、現学年の学習のまとめと習剰まもちろh人次の学年ま
で易に儲けさせておきたい学力、行動力、色活力をよく理費障さぜ即時期でもあり

ます.子どもたちに、次d浮嘩への見通しをもたせ、次年度をにらんだ働き掛けが
必要となります。これまで仏 1 学期羽田人の力を旬けるとき、 2学期本獄人の
グループから学級噂浮年のまとまりまで、集匡ゆ力を醸成するときと位置何けて教
育舌動を行ってきましたo 3学期立、身に位けだことを徹底することが太切になり
ます.信ゆ力を太きく膨らまぜ、それ刀喋匡ゆ中でどう生かぜるか、また集団や友
達から学び取るか、学級ι沖で繁治うことを重点に鑓業を展開し援す。

お正月の新聞の1 面記事に叙育問題を期ずたネL 世界とのつながりを求め、日本
倉院d瀬いをシリーズ化する社方窃りましだが、求めるところは同じでしだ.明日
の日本の活力を生む創立、「人J 矧こ入「刀明つ説幼」の育成によるというもので

した.ある教育実践薮D意期誌、「これまで子どもたちの自己表現力を鍛えてきたけ

れど、これからは自分の考えを棺手に伝え‘他のきえに耳を傾ける交流・苅話の能
力を旬けることJ と語っていまし紅白ζ 本校で実践ヰ切、苅話霊視の冨語の鑓

業を発展したものでLJ1eo
3学期も家庭学習キャンペーンを実施します。これJët.全国学力調査で、家庭学

習の習慣方略立している児童・生街まど学力が高L\という結果に基づき、区ち力を
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入れている事業です.また、民間の教育アンケートによると、 日本の中高笠￠療:庭 124
学習湾問が、世界の主要因より短いという驚くべき結果が荷震にあります。交流、
苅詔ま纂磁・基本方曽に借いていることが宙線です復習し、忘れないように定期 125
的に男返すこと、何より 1 時間位は学習に集中する力と習慣をつけさせたし切です。 126
学校は、そのきっかけを提案します。できれば自分で考えて不足を箆め、意欲的・

計画的lこ家庭学習ができるようになってほしいと患います'0 127 

《あ明らゆ小林蝿理子教強力病気療費夜泥め、 2月末臼まで体鍛をとりま
す。家庭科ët平野アイ子先生カ智治レます。また、川線悌刀相当していた
書写・図曾等の侵撲は但任カ鴨3導いたします。どうぞよろしくま瀬いします。

31 



生活リズムと朝食
西葛西小では、生活リズムの向上を自箔し、綴々な取り組みを行っています。~朝食アンケ

ート』もその一つで、 r1 週間の朝食を表にレてみると、いつも同じ物しか食べていないこと
に、政めて気づいたJ という感想が、保護者の皆様から多叡寄ぜられています。忙レい弱は、
どうしてもパンやご飯などの主食に儒りがちですが、それが子どもだちの成長に
どのような影響があるのでレょうか。今月28日〈金〉の『生活リズム向上公開
講座』では、そうしだことをテーマに、国立健康・栄震研究所の栄餐教育プログ
ラムリーダー、鍵揚直美先生に講演をお願いレています。多くの方にご参加いた
だき、 “食育"について考えるきっかけにしていただければ幸いです。

保健主任主慶みどり

有意義だった生活科の「小さなたびJ
「篠崎子ども未来館J r船煽タワーホールJ r江戸川郷土資料室J r葛西臨海水族園J r地

下鉄博物館」ヘ3--8人の小グループで行き、見学する活動をしました。自分だちで決めた時
刻に出発します。子ども!こよる〈計画〉子どものため(交通機関の利用。未知の甥所・人への
関わり)の活動を安全面でサポーターの保護者の方々に支えていただきました。公共交通機関

を使う経厳の少ない子が多く、切符の寅い方から冒険が始まります。どの施段
、引でも、質問したり詳しく見学したりレましだ。 帰ってきた時の子どもだちの
....ほっと解般され、きらきら輝く表情が、その成果を諮っていましだ。

そして、行っていない友だちに見学甥所のことをまとめ、発表して紹介しまレ
た。その顔は誇らしく、一回り大きく成長して見えまレた。

2年学年主任佐久間妙子

加て
平成23年度の新学習指導要領全面実施をひかえ、習得，活用，探究.言語
活動を核に、確かな学びの定着.学力向上をねらい、学習指導の充実を図って
います。算獄の学習においては、習熟度創学習指導を担任と協働して行っています。
3年生は、 1 ・ 2組及び3 ・ 4組から個別に指導が必婆な児童を個別指導〈週5時間短業の

うち、 2時間〉しています。 4年生及び6年生は、 3学級を4つの習熱度別グループに、 5年
生は、 2学級 (1 ・ 2組及び3 ・ 4総〉を3つの習熱度別グループに分けて学習を行っていま
す。単元毎に、既習内密の確認や新レい内密の実態を把獲するためのテストを実施レ、本人や
担任の意向も加味して、グループ編成をしています。
算叡の学習は、基礎をしっかり身に付けないと、学習意欲がなくなり、上学年に従ってわか
らなくなってしまいます。まだ、学習の基礎・基本を身に付ける型の教科でもあり、系統的か
っ反復的に学ぶことlこよって、理解が深まります。
習熟度目リ学習で、同じような力の!尾童と学習を進めることで、説明の方法を実態に合わぜる

ことができ、 質問レだり意見を奮う機会が纏えたりして、学習内容がわかるようになったとい
う感想が子どもたちから聞かれました。まだ、習熟を図る手立てとレて、小テストや練習プリ
ントに加え、パソコンを使った練習問題にもチャレンジレまレた。そのため、学習に対する『や
る気』が鎗レた児童も多くなりましだ。
冬休みには、まだ基礎的な計算力が十分でない児童の家庭に、百マス計算やわり算の計算プ
リントを配りまレた。少レすつですが、百マス計算のタイムや正答率が上がり、計算への自信
がついた児童も溜えました。これからも、児童が「わかったJ rできたJ r楽レいJ と実感でき
るような綬業展開及び教材の工夫を行ってまいります。

算紋習熟度8U学習担当 (4--6年〉山根憎 (3年〉柴田重子

「子育て教育相畿日J
1 /1 4(金)日午前

申込方法電話!こて (3686-7640 :副校長まで〉
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